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２００７年１１月８日

南海電気鉄道株式会社

２００８年３月期２００８年３月期
中間決算説明会中間決算説明会
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本日の内容

１．３か年経営計画の状況・・・・・・・・・・・・Ｐ３

２．2008年3月期中間決算の概要・・・・・・Ｐ１２

３．セグメント別の状況・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１６
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１．３か年経営計画の状況
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　１．３か年経営計画の状況１．３か年経営計画の状況

５０４２億円

３０３億円

２０１億円

１０６億円

１８２億円

２８１億円

１９３０億円

2008年3月期
修正予想

５０９８億円

２９７億円

２０３億円

８０億円

１６５億円

２７０億円

１９８１億円

2008年3月期
期初予想

６２億円△　６５億円当期純利益

１８７億円１９１億円減価償却費

２３７億円２２１億円設備投資額

５１５１億円５３７５億円有利子負債残高

１６７億円１２９億円経常利益

２６５億円２３５億円営業利益

１９２９億円１９０４億円営業収益

2007年3月期
実績

2006年3月期
実績

１）連結業績のまとめ
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１．３か年経営計画の状況１．３か年経営計画の状況

　

１９８１億円

(２２５億円)

４３億円

４４６億円

２９１億円

２６５億円

３１７億円

８４４億円

2008年3月期
期初予想

１９３０億円

(２２１億円)

４３億円

３８３億円

２９１億円

２５７億円

３２１億円

８５６億円

2008年3月期
修正予想

１９０４億円

(２７７億円)

４４億円

４６９億円

２８３億円

２８２億円

２５５億円

８４６億円

2006年3月期
実績

１９２９億円

(２５９億円)

４３億円

４９６億円

２８０億円

２６６億円

２５０億円

８５１億円

2007年3月期
実績

合　計

消去又は全社

その他の事業

建設業

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

流通業

不動産業

運輸業

２）営業収益の内訳
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１．３か年経営計画の状況１．３か年経営計画の状況

　

２７０億円

(２億円)

３億円

１０億円

１２億円

１８億円

１０３億円

１２６億円

2008年3月期
期初予想

２３５億円

(２億円)

２億円

７億円

１５億円

１８億円

８４億円

１０９億円

2006年3月期
実績

２８１億円２６５億円合　計

(２億円)(１億円)消去又は全社

３億円３億円その他の事業

４億円７億円建設業

１１億円１１億円ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

２１億円１４億円流通業

１１０億円８７億円不動産業

１３４億円１４２億円運輸業

2008年3月期
修正予想

2007年3月期
実績

３）営業利益の内訳
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　１．３か年経営計画の状況１．３か年経営計画の状況

５５，２０７

２３，８８０

３１，３２７

２３３，０１４

１４２，３２６

９０，６８８

2008年3月期
修正予想

０．１％

△１．７％

１．６％

△０．９％

△１．９％

０．７％

対前年比

増減率

１．０％５４，６３９５４，５６０合　計

△０．０％２３，８８８２４，２９３定　期

１．９％３０，７５０３０，２６６定期外旅　

客　

収　

入　

０．６％２３１，６６２２３３，７６２合　計

△０．１％１４２，４２５１４５，１８１定　期

１．６％８９，２３７８８，５８１定期外輸　

送　

人　

員　

対前年比

増減率

2007年3月期
実績

2006年3月期
実績

（千人）

（百万円）

１）運輸業
　◇鉄道輸送人員と旅客収入の推移

※2006年3月期の数値には貴志川線（譲渡）の輸送人員1,922千人、旅客収入288百万円を含む
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　　１．３か年経営計画の状況　１．３か年経営計画の状況

◇関西空港アクセス交通の推移（1日平均輸送人員）

年３月期
人

※近畿運輸局資料より

◎南海の輸送人員は３０ヶ月連続で前年比増
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　　１．３か年経営計画の状況　１．３か年経営計画の状況

１）運輸業　ＴＯＰＩＣＳ

①　ＩＣカード乗車券「ＰｉＴａＰａ」定期発売開始(4月)
②　難波駅改造工事に着手(8月）
③　東京・青山で「高野山カフェ」イベントを実施(9月)
④　安全報告書を作成し、安全対策計画を公表(9月)

その他の運輸業

①　大阪市交通局・井高野営業所路線バス業務の受託開始(4月)
②　堺市東西鉄軌道（ＬＲＴ）事業の経営予定者に決定(6月)

鉄道事業
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　　１．３か年経営計画の状況　１．３か年経営計画の状況

①　なんばパークスを全館開業(4月)
②　なんばＣＩＴＹに食の新ゾーン「なんばこめじるし」を開業(6月)
③　南海ビル、なんばＣＩＴＹの改造工事に着工(8月)

２）不動産業、流通業　ＴＯＰＩＣＳ

ターミナル開発

①　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用(4月)
②　堺東駅前マンション開発のディベロッパーが決定(4月)
③　住宅ﾘﾌｫｰﾑ事業の営業拠点店舗を泉北ﾆｭｰﾀｳﾝに新設(9月)

住宅開発
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　　１．３か年経営計画の状況　１．３か年経営計画の状況

３）レジャー・サービス業　ＴＯＰＩＣＳ

①　場外舟券売場「ボートピア梅田」の受託営業開始(4月)
②　葬祭会館「ティア」２号店を開業(5月）
③　大阪ゴルフクラブの経営を引き継ぐ(6月)

①　関西国際空港第２滑走路が供用開始(8月)
②　大和ハウス工業がりんくうタウンに大型集客施設を開業(12月予定)
③　シャープが堺に液晶パネルの新工場建設を発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2010年春稼動予定)

４）その他　沿線ＴＯＰＩＣＳ
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２．2008年3月期中間決算の概要
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　２．２．20082008年年33月期中間決算の概要月期中間決算の概要

－－５１５，２３１５３４，８０５有利子負債残高

－－１１３，７６８１２５，５４５純資産

－－８１７，２６７８５４，５８１総資産

△　６８．０△　３，０２１１，４２０４，４４１中間純利益

１３．９１，１８５９，７１１８，５２６経常利益

７．７１，０４１１４，５０３１３，４６２営業利益

２．１１，９０３９３，７３９９１，８３５営業収益

増減率（％）増減額2008年3月期中間2007年3月期中間

実　　績

（単位：百万円）１）業績ハイライト
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　２．２．20082008年年33月期中間決算の概要月期中間決算の概要

２３，５９３

△　４，４３４

△　９，４４３

１６，４０５

2007年3月期中間

１９，７７３現金及び現金同等物　期末残高

△　２，１４７財務活動によるキャッシュ・フロー

△　１１，８９２投資活動によるキャッシュ・フロー

１５，３２３営業活動によるキャッシュ・フロー

2008年3月期中間

（単位：百万円）

●営業活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　　仕入債務の減少等により　１０億８２百万円の減　　　　　　　　　　　　

●投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　　　　なんばパークス第２期建設工事竣工に伴う固定資産取得による支出増加等により　　　

●財務活動によるキャッシュ・フロー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４億４９百万円の増

　　　　　　長期借入金返済等により　２１億４７百万円の流出　　　　

２）キャッシュ・フローの状況



15

　２．２．20082008年年33月期中間決算の概要月期中間決算の概要

（単位：百万円）

△　２，２１９１１３，７６８１１５，９８７純資産合計

８２９，８９３

５１５，１２４

７１３，９０６

８２９，８９３

６６４，５３７

７１６，１２８

４９，４４５

１９，５８６

１１３，７６５

前期末

(07.3月末)

△　１２，６２５８１７，２６７負債純資産合計

１０６５１５，２３１　有利子負債

△　１０，４０６７０３，４９９負債合計

△　１２，６２５８１７，２６７資産合計

２，９６６６６７，５０３　有形固定資産

１，９２２７１８，０５０固定資産

△　７，８１７４１，６２８　たな卸資産

１，２１５２０，８０２　現金及び預金

△　１４，５４７９９，２１７流動資産

増減額
今期中間

（07.9月末）

３）資産の状況



16

３．セグメント別の状況
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

営業利益

営業収益

　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

南海辰村建設

日電商会

他２社

建設業

南海印刷

南海保険サービス

アド南海

他３社

南海ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ

住之江興業

南海国際旅行

他１６社

南海商事

南海砂利

他７社

南海都市創造

南海不動産

他５社

南海電鉄

南海バス

南海フェリー

他２４社

その他の事業
レジャー・

サービス業
流通業不動産業運輸業

【連結子会社52社・非連結子会社9社・関連会社5社（うち持分法適用会社5社）】

（※）南海電鉄と南海都市創造は複数のセグメントに重複して含まれます

運輸
４３３

(41.5%）

不動産
１４２

(13.6%）

流通
１２９

(12.4%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
１４７

(14.2%）

建設
１７０

(16.4%）

その他
１９

(1.9%）

運輸
７５

(52. 1%）

不動産
４４

(30.5%）

流通
１４

(10.2%）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
８

(5.7%）

建設
１

(0.9%）

その他
０

(0.6%）

（注）セグメント間取引を含む　（単位：億円）

○構成状況（2007年9月末現在）
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　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

３．９２８５７，５４２７，２５６営業利益

４２，７８２

２，４２８

１，８６５

１，８４２

１，８５０

９，６９２

７２５

２９，２３３

2006年9月期

△　２．５△　１８７０７軌道事業

１．２５２１４３，３０３営業収益

－２３５２，６６４消去（セグメント内）

△　１．７△　３１１，８３４車両整備業

△　２．０△　３６１，８０５貨物運送業

△　２８．６△　５２８１，３２２海運業

８．９８６２１０，５５５バス事業

１．７５０８２９，７４２鉄道事業

増減率増減額2007年9月期

（単位：百万円） （％）１）運輸業の実績
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　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

△　０．５△　２２４，４０７４，４２９営業利益

１１，９７６

２５６

２，３７９

９，８５３

2006年9月期

１８．８２，２５４１４，２３０営業収益

－４５３０１消去（セグメント内）

９９．８２，３７４４，７５３不動産販売業

△　０．８△　７５９，７７８不動産賃貸業

増減率増減額2007年9月期

（単位：百万円） （％）
２）不動産業の実績
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　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

６５．１５８４１，４８２８９８営業利益

１３，１０７

９６９

１，３３１

７，４６６

５，２７９

2006年9月期

△　１．２△　１５５１２，９５１営業収益

－△　３４９３５消去（セグメント内）

△　４４．９△　５９８７３３建築材料卸売業

△　１１．８△　８８０６，５８６物品販売業

２４．４１，２８８６，５６７
ショッピングセンター
の経営

増減率増減額2007年9月期

（単位：百万円） （％）
３）流通業の実績
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　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

６６．６３２６８１８４９１営業利益

１３，７４３

１，０７９

１，８１９

６，３２９

１，３１５

２，３９１

１，２９４

９８０

６９１

2006年9月期

△　４．７△　６１１，２５４飲食業

８．７５５１６，８８１ﾋﾞﾙ管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業

△　１．６△　１５９６５旅行業

７．７１，０５２１４，７９５営業収益

－１２１，０９２消去（セグメント内）

２．７４８１，８６８その他

４１．５９９２３，３８４競艇施設賃貸業

△　３２．６△　４２２８７２ホテル・旅館業

△　４．１△　２８６６３遊園事業

増減率増減額2007年9月期

（単位：百万円） （％）
４）レジャー・サービス業の実績
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　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

△　６３．２△　２２５１３１３５７営業利益

２０，３３８

３６

２０，３７５

2006年9月期

△　１６．０△　３，２６１１７，０７７営業収益

－△　４３２消去（セグメント内）

△　１６．０△　３，２６５１７，１０９建設業

増減率増減額2007年9月期

（単位：百万円） （％）
５）建設業の実績
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　３．セグメント別の状況３．セグメント別の状況

△　３０．９△　４０９０１３１営業利益

２，１２４

９

８５０

８４２

４４１

2006年9月期

１．３１０８５２広告代理業

△　８．０△　１６８１，９５５営業収益

－△　１８消去（セグメント内）

△　２３．３△　１９８６５２その他

３．８１６４５８印刷業

増減率増減額2007年9月期

（単位：百万円） （％）
６）その他の事業の実績
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　ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先

南海電気鉄道株式会社
〒542-8503　大阪市中央区難波五丁目１番60号
総務室　ＩＲ広報部
ＴＥＬ：06-6644-7125　ＦＡＸ：06-6644-7123
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離することもありえますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。


